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第１号議案  平成 29 年度事業報告及び決算報告について 

 

１ 地域住民に対する「南信州公共交通システム」の周知 

圏域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から、公共交通を 

交通手段のひとつの選択肢と意識付けするための取り組みを行った。 

（１）南信州公共交通システム認知度向上事業  43,920 部（全戸配布・一部組合回覧） 

ア 「のってみまいか公共交通№12 号（12 月号）」 

運転手のおもてなし向上研修会の開催（10/28）について 

イ 「のってみまいか公共交通№13 号（3月号）」 

４月から高校生を対象とした広域バスの通学定期券、問い合わせ先について 

（２）公共交通に関するイベントの開催 

・ 「お仕事キッズタウン」とタイアップしたお仕事（バスガイド）体験を開催した。 

    開 催 日：平成 29 年 9 月 10 日（日） 

場  所：南信州・飯田産業センター 

体験者数：130 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 来訪者を含めた利用しやすい公共交通への取り組み 

来訪者を含めた公共交通利用者の利便性向上につなげるため、ナンバリングを反映した統一フォー

マットによるバス時刻表を作成した。 

・情報提供事業 

  南信州公共交通インフォメーションの運営 

ＵＲＬ http://kk.minami.nagano.jp/ 

 

 

３ 既存公共交通の改善事業・利便性向上事業 

  公共交通をより利用しやすいものとするため、関係各機関と連携して改善を図った。 

（１）既存公共交通の運行見直しや乗り継ぎの改善 

平成 29 年 12 月 6 日（水）にバスのダイヤ調整会議を開催し、接続路線におけるシームレスダイ

ヤについて調整を図った。 

 

バスガイド体験 

資料１ 
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（２）利用者に分りやすい案内表示等の整備 

  ・ナンバリングの導入により、バスの方向幕や時刻表と連動させ利用する路線を明確に表示するこ

とではじめて利用する方でも安心して乗車することができる環境を整備した。[ベストミックス事業] 

（LED 方向幕：松川町、大鹿村 ナンバリングカラーと連動したマグネット：松川町、天龍村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）運転手のおもてなし研修会の開催 

運転手に対する研修会を実施し、圏域全体の公共交通のサービスレベルの向上を図った。 

ア 開 催 日：平成 29 年 10 月 28 日（土） 

イ 場  所：飯田市役所 Ｃ311 会議室 

ウ 講習内容： 

・クレーム事例による対応について 

・健康管理について（運転前点呼やメンタルヘルス等） 

・グループディスカッション（自由討議） 

「南信州の公共交通における“おもてなし”とは ～リニア開通を見据えて～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）各関係機関のはたすべき役割に対し側面的支援または協働実施 

  ア 各地域公共交通会議への出席 

   ・飯田市地域公共交通改善市民会議（6/29 第 1 回、2/2 第 2 回） 

    同駒場線部会（11/21）、同北部線部会（第 1回 11/27、第 2回 1/16） 

・下伊那南部地域公共交通対策協議会（6/23 総会、3/5 臨時総会） 

・西部コミュニティバスを守る会（6/21 総会） 

   ・喬木村地域公共交通会議 （6/21 第１回、2/13 第 3 回）※第 2回は書面決議 

講習会 ディスカッション 
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イ 各地域公共交通会議（市町村）と協働し利用促進・利用転換事業の推進を行った。 

   ・高森町の福祉バスのあり方と今後の町の公共交通についての検討にかかる支援 

   ・下伊那南部地域公共交通対策協議会（南部公共バス）の貨客混載にかかる支援 

 

  

４ 公共交通利用促進事業 

  対象者ごとに利用促進事業を実施した。 

（１）中学生に対するＪＲ飯田線及びバスの乗り方 

教室の実施。 

   

 大鹿村中学校 3年生及び教員 8 名（3月 12 日） 

 

 

 

（２）新入生（高校生新１年生）に対する公共交通利用啓発活動 

南信州圏域の8高校におけるオリエンテーションの際に公共交通利用に関するチラシを配付した。 

配付枚数 1,626 枚 

 

５ 公共交通利用転換事業 

  対象者ごとに利用転換事業を実施した。 

○ＪＲ飯田線を含めた公共交通の利用促進・利用転換事業を図る。 

   「のってみまいか公共交通№12 号（12 月号）」の広報の中で新・忘年会時の利用を呼び掛けた。 

 

６ リニア中央新幹線開業を見据えた二次交通の研究・検討事業  

・北部５町村（H29：松川町、豊丘村、大鹿村）の既存の公共交通にかかる現状の整理（アンケート

調査、ヒアリング、乗降データ集計等）を行い、運行見直しの方向性を示し提案を行った。 

 [ベストミックス事業活用] 
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平成２９年度決算報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

収入金額

支出金額

差引残額

（収入） （単位：　円）

当初予算額 補正予算 決算額 比較増減

2,190,000 3,358,000 3,316,980 △ 41,020

0 1,168,000 1,111,860 △ 56,140

0 900,000 900,000 0

721,000 721,000 721,850 850

1,000 1,000 22 △ 978

2,912,000 6,148,000 6,050,712 △ 97,288

（支出） （単位：　円）

予算額 補正予算 決算額 比較増減

250,000 250,000 205,040 △ 44,960

報償費 150,000 150,000 154,011 4,011

旅費 100,000 100,000 51,029 △ 48,971

10,000 10,000 20,963 10,963

消耗品・事務費 10,000 10,000 20,963 10,963

215,000 215,000 158,232 △ 56,768

通信運搬費 150,000 150,000 157,932 7,932

使用料 65,000 65,000 300 △ 64,700

2,430,000 5,666,000 4,328,528 △ 1,337,472

7,000 7,000 0 △ 7,000

2,912,000 6,148,000 4,712,763 △ 1,435,237

差引残高 1,337,949 円 は次年度に繰り越します。

6,050,712 円

平成２９年度　南信州地域交通問題協議会　会計決算書

科　目 備　考

負担金

○南信州広域連合負担金 2,190,000
○市町村負担金
　時刻表等（計画推進事業）
・飯田市地域公共交通改善市民会議
734,400
・松川町地域公共交通対策協議会
147,420
・下伊那南部地域公共交通対策協議会
208,440
・阿智村 36,720
※補助対象経費の1/2

国庫補助金 計画推進事業補助金

1,337,949 円
4,712,763 円

繰越金 前年度繰越金

諸収入 利息

計

地域交通ベストミックス構築事業県補助金

計

アンケート返信用封筒（ベストミックス事業）

事業費

・お仕事キッズタウン　43,200
・情報発信事業　378,000
・LED行先表示、マグネットプレート
326,264
・時刻表作成　2,238,840
・北部5町村の公共交通再編支援（業務
委託） 1,342,224

予備費

出張時の駐車場代

アンケート返信にかかる郵送代（ベスト
ミックス事業）、振込手数料

需用費

役務費

科　目 備　考

運営費

委員17名報償費（幹事会1回、総会1回）
おもてなし研修講師謝礼

委員17名旅費（委員会1回、総会1回）
事務局職員の出張旅費　2回（名古屋大
学との打ち合わせ）
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第２号議案  平成３０年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

 

１ 南信州公共交通システム認知度向上事業  事業費 ７０千円 

圏域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から、公共交通

を交通手段のひとつの選択肢と意識付けするための利用促進・転換事業の推進を行う。 

（１）広報誌の発行（年度内２回予定） 

 南信州広域連合発行の広報誌の中に『のってみまいか公共交通）』を掲載し、公共交通利用への

関心を高める。 

（２）イベントと連携した公共交通の認知度向上 

さまざまな層をターゲットとしたイベントに参画し、公共交通への意識や関心を持ってもらう。 

（お仕事キッズタウンへの参画等） 

  

２ 情報発信事業  事業費 ４５０千円 

・Ｗｅｂサイト「南信州公共交通インフォメーション」の管理運営 

当圏域の公共交通に関する情報や利用者にとって分かりやすい路線図・時刻表（目的別時刻表等）

をインターネット上で提供し、来訪者を含めた利用者の利便性向上につなげる。 

 

３ 既存公共交通の改善事業・利便性向上事業 事業費 １０千円 

   公共交通をより利用しやすいものとするため、当圏域における関係各機関と連携し改善と利便性

の向上を図る。 

（１）関係機関と連携した公共交通の改善・利便性向上 

・名古屋大学等と連携し利用促進・利用転換につながる事業の検討を行う。 

・関係機関との情報交換等の実施により、既存公共交通の運行見直しや乗り継ぎの改善を図る。 

（２）利用者に分りやすい案内表示等の整備 

・バスロケーションシステムの導入の研究・検討 [地域交通ベストミックス構築事業] 

（３）関係機関の果たすべき役割に対し側面的支援または協働の実施 

 

４ 利用促進事業 事業費 １０千円 

対象者ごとに利用促進事業を実施し利用者拡大を図る。 

・中学生、高校生、高齢者、企業などの対象者別にバスのワークショップを開催し、利用者の拡大

を図る。 

 ・共通回数券・共通定期券の研究 [地域交通ベストミックス構築事業] 

  

５ 利用転換事業 事業費 １５０千円 

対象者ごとに利用転換事業を実施し利用者拡大を図る。 

（１）ＦＭコミュニティ等のマスメディアを活用し、自家用車を利用する通勤者に対し、公共交通

を利用したエコ通勤の啓発活動を実施する。 

（２）ＪＲ飯田線を含めた公共交通の利用促進・利用転換事業を図る。 

 

６ リニア中央新幹線開業を見据えた二次交通の研究・検討事業 事業費 ２，９４４千円 

・利用実態調査を踏まえ、生活交通の利便性向上と観光交流活性化の両面から結節拠点を含めた持

続可能な公共交通の研究・検討を行う。[地域交通ベストミックス構築事業] 
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平成３０年度収支予算（案）について 
 
 
 

収入金額

支出金額

差引残額

（単位：円）

H30予算 H29当初予算 比較増減 備　考

2,595,000 2,190,000 405,000 南信州広域連合負担金

0 0 0 計画推進事業（補助期間終了）

1,500,000 0 1,500,000 地域交通ベストミックス構築事業

1,337,949 721,000 616,949 H29年度繰越金

1,500,000 0 1,500,000 南信州広域連合貸付金

51 1,000 △ 949

6,933,000 2,912,000 4,021,000

（単位：円）

H30予算 H29当初予算 比較増減 備　考

215,000 250,000 △ 35,000

報償費 124,000 150,000 △ 26,000 委員等報償費（幹事会2回、総会2回）

旅費 91,000 100,000 △ 9,000 講師・委員等旅費（幹事会2回、総会2回）ほか

30,000 10,000 20,000

消耗品費 30,000 10,000 20,000 消耗品

254,000 215,000 39,000

通信運搬費 244,000 150,000 94,000
通信運搬費、振込手数料（アンケートほか）
※ベストミックス推進事業費160千円含む

使用料 10,000 65,000 △ 55,000 高速道路使用料等

3,634,000 2,430,000 1,204,000

１　南信州公共交通システム認知度向上事業　 70千円

２　情報提供事業                        　450千円
 
３　改善事業・利便性向上事業  　　　　　　 10千円

４　利用促進事業　　　　　　　　　　　     10千円

５　利用転換事業     　　　　　　　　　   150千円

６　ベストミックス推進事業 　　　       2,944千円
　　※補助申請全体額　3,104千円

2,800,000 0 2,800,000
南信州広域連合貸付金 1,500,000
H29繰越金　1,300,000

0 7,000 △ 7,000

6,933,000 2,912,000 4,021,000

平成30年度　南信州地域交通問題協議会　収支予算（案）

6,933,000 円
6,933,000 円

0 円

（収入）

科　目

負担金

国庫補助金

県補助金

繰越金

借入金

諸収入

計

（支出）

科　目

運営費

需用費

役務費

事業費

返還金

予備費

計

予算の執行上必要があるときは、科目間の流用ができるものとする。
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・地域交通ベストミックス構築事業について（１年目） 

 

（１）事業概要 

南信州地域公共交通網形成計画の中で、リニア中央新幹線開業を見据えた新たな公共

交通網の基盤づくりを位置付けており、地域交通ベストミックス構築事業を活用した二

次交通の検討を行う。 

具体的には、北部５町村の既存公共交通の利用実態調査を踏まえ、現状の公共交通の

見直しによる生活交通の維持に向けた提案とＪＲ飯田線沿線駅、（仮称）リニア中央新幹

線長野県駅、高速バス停、市町村の観光地及び道の駅への接続や結節点を含めた運行再

編につながる検討（二次交通）をあわせて行う。 

また、生活交通の充実を図るため、共通回数券や共通定期券や利便性の向上につなが

るソフト事業の研究・検討、バスロケーションシステムや貨客混載の導入等のハード整

備にかかる研究・検討も行う。 

 

（２）平成 29年度 実績報告 

①北部５町村の公共交通再編支援業務（委託事業者：特定非営利活動法人ＳＣＯＰ） 

2027 年のリニア中央新幹線の開業を見据えて、北部ブロック（松川町、豊丘村、大鹿

村）における運行再編も視野に入れた既存公共交通の利用実態調査を行った。 

②利用促進につながるソフト整備の研究 

南信州地域交通ベストミックスプロジェクトの作業チームとして運行事業者を中心と

するワーキングチームを設置し、ソフト整備、ハード整備の研究に取り組んだ。 

③利便性向上につながるハード整備の検討・実施 

 ・ナンバリングカラーと連動したマグネットプレートの作成及び設置（まつかわフル

ーツバス、天龍村営バス、大鹿線） 

 ・行先 LED表示の作成（伊那バス車両：まつかわフルーツバス、大鹿線） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｍ１　　大鹿線

鹿塩 大　河　原
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○運行事業者ワーキングチームの取り組みについて 

   地域交通ベストミックス構築事業をきっかけとして設立し、持続可能な公共交通を

目指すため、行政と運行事業者が連携できる体制を構築した。 

   経験や実績のある運行事業者の意見や考えを反映できる場として位置づけ、また運

行事業者と行政あるいは運行事業者間の情報共有や連携の場としても期待できる。 

 

  ＜これまでの経過＞ 

 平成 29年 10月 20日 第１回 WT会議（於 飯田合同庁舎） 

  ・設置の趣旨・目的の確認 

  ・個別具体的な事業の検討（４つ事業を決定） 

 平成 29年 11月 22日 第２回 WT会議（於 阿智村役場） 

  ・事業グループに分かれリーダー主導のもと意見交換 

 平成 29年 12月 15日 第１回 WTリーダー会議（於 飯田市役所） 

  ・第２回 WT会議の報告（振り返り） 

  

＜各事業グループのリーダー、サブリーダー＞ 

No. 事業グループ名 リーダー サブリーダー メンバー 

１ 
共通回数券 

・共通定期券 
村澤 文彦 鈴木 佳史 

今村（飯田市） 

川上（平谷村） 

後藤（売木村） 

山崎（泰阜村） 

２ 
利用者増、 

利用者層の拡大 
熊谷 守弘 鈴木 佳史 

吉沢（飯田市） 

大澤（松川町） 

宮島（阿南町） 

片桐（根羽村） 

井原（下條村） 

３ 
バスロケーション 

システム 
林 浩人 堀内 郁勇 

沖村（阿智村） 

臼井（喬木村） 

北島（大鹿村） 

４ 貨客混載 林 浩人 堀内 郁勇 

久保田（阿南町） 

内藤（天龍村） 

柳澤（天龍村） 

松下（豊丘村） 
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（様式第１号） 

 平成 30 年５月 10 日 

                                                       

 

地域交通ベストミックス構築事業補助金申出書 

 

 

 

１ 市町村名等     南信州地域交通問題協議会    

 

２ 地域交通の現状と課題 

南信州地域（以下「当地域」という。）は、飯田市、松川町、高森町、阿南町、阿智村、平谷

村、根羽村、下條村、売木村、天龍村、泰阜村、喬木村、豊丘村、大鹿村（以下「14 市町村」

という。）から構成されており、中央アルプスと南アルプスに囲まれた伊那谷の南部に位置し、

総面積 1,929 ㎞ 2 のうちの約 86％を森林が占めている。また盆地のほぼ中央を流れる天竜川沿

いに河岸段丘が広がり起伏に富んだ地形が形成されている。このような地形的特徴を持つ当地

域での主な移動手段は専ら自家用車であり、それに伴い公共交通の需要は年々減少している。 

しかし、自家用車を運転できない高齢者や、高校生を中心とする学生等は、日常の移動手段

として電車やバス等を利用しており、今後継続的に公共交通を守り育てていくことが、当地域

にとって喫緊の重要課題のひとつとなった。こうした課題の解決には、市町村の枠を越えた公

共交通の維持・確保が必要であることから、当地域の 14 市町村を中心に、道路管理者、公安委

員会等の行政機関と公共交通事業者、福祉事業者、環境関連団体、公共交通利用者等が一堂に

会し、「南信州地域交通問題協議会」を地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（以下「活

性化再生法」という。）に基づく法定協議会として設立した。 

当地域全体の公共交通に関するマスタープランとして「南信州地域公共交通総合連携計画」

を策定したが、平成 26 年の活性化再生法の改正を受け、住民や来訪者の移動手段確保はもとよ

り、福祉、教育、観光なども含めたまちづくりと連携した公共交通ネットワークの形成を進め

るために、平成 28 年３月に「南信州地域公共交通網形成計画（以下「南信州網形成計画」とい

う。）」を策定した。 

現状と課題については以下のとおりである。 

＜現状＞ 

○中山間地域の定時定路線バスでの若年層の人口減に伴う利用者数の減少のほか、潜在的な公

共交通利用者である高齢者層の運転免許保有率が高く、利用者数が減少している。 

○地区別エリア制運賃を導入し、路線間における運賃格差を是正した。 

○車両更新や利便性向上策に伴い運行経費が増加している。 

○他系統との路線重複が多く非効率な運行を行っている。 

 ＜課題＞ 

◇中山間地域における人口減少に伴う利用者数の減少が続いている。 

◇高齢者の買い物や通院及び学生における通学、通勤における利用しづらさ。 

◇利用者が減少する定時定路線バスの公費負担額の増大。 

◇公共交通に対する住民の意識の醸成が進まない。 

◇路線による重複区間での運賃不統一。 

◇リニア中央新幹線を視野に入れた既存公共交通の改善、利便性向上に向けた研究・検討。 

 ※ 地域交通の現状及び課題について、補助金交付要綱別表第２の観点から簡潔に記載 



 

４ 
 

 

３ 地域において取り組んでいる交通施策等の概要 

１ 地域住民に対する「南信州公共交通システム」の周知 

圏域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から、 

公共交通を交通手段のひとつの選択肢と意識付けするための取り組みを行った。 

（１）南信州公共交通システム認知度向上事業  43,920 部（全戸配布・一部組合回覧） 

ア 「のってみまいか公共交通№12 号（12 月号）」 

運転手のおもてなし向上研修会の開催（10/28）について 

イ 「のってみまいか公共交通№13 号（3 月号）」 

４月から高校生を対象とした広域バスの通学定期券、問い合わせ先について 

（２）公共交通に関するイベントの開催 

・「お仕事キッズタウン」とタイアップしたお仕事（バスガイド）体験を開催した。 

   開 催 日：平成 29 年 9 月 10 日（日） 

場  所：南信州・飯田産業センター 

体験者数：130 名 

 

２ 来訪者を含めた利用しやすい公共交通への取り組み 

来訪者を含めた公共交通利用者の利便性向上につなげるため、ナンバリングを反映 

した統一フォーマットによるバス時刻表を作成した。 

・情報提供事業 

  南信州公共交通インフォメーションの運営 

ＵＲＬ http://kk.minami.nagano.jp/ 

 

３ 既存公共交通の改善事業・利便性向上事業 

  公共交通をより利用しやすいものとするため、関係各機関と連携して改善を図った。 

（１）既存公共交通の運行見直しや乗り継ぎの改善 

平成 29 年 12 月 6 日（水）にバスのダイヤ調整会議を開催し、接続路線における 

シームレスダイヤについて調整を図った。 

（２）利用者に分りやすい案内表示等の整備 

 ・ナンバリングを導入し、バスの方向幕や時刻表と連動させ利用する路線を明確に 

表示することで、はじめて利用する方でも安心して乗車することができる環境を整備した。 

（LED 方向幕：松川町、大鹿村 ナンバリングカラーと連動したマグネット：松川町、天龍

村） 

（３）運転手のおもてなし研修会の開催 

運転手に対する研修会を実施し、圏域全体の公共交通のサービスレベルの向上を図った。 

ア 開 催 日：平成 29 年 10 月 28 日（土） 

イ 場  所：飯田市役所 Ｃ311 会議室 

ウ 講習内容： 

・クレーム事例による対応について 

・健康管理について（運転前点呼やメンタルヘルス等） 

・グループディスカッション（自由討議） 

「南信州の公共交通における“おもてなし”とは ～リニア開通を見据えて～」 

 

 



 

５ 
 

（４）各関係機関のはたすべき役割に対し側面的支援または協働実施 

  ア 各地域公共交通会議への出席 

   ・飯田市地域公共交通改善市民会議（6/29 第 1 回、2/2 第 2 回） 

    同駒場線部会（11/21）、同北部線部会（第 1 回 11/27、第 2 回 1/16） 

・下伊那南部地域公共交通対策協議会（6/23 総会、3/5 臨時総会） 

・西部コミュニティバスを守る会（6/21 総会） 

   ・喬木村地域公共交通会議 （6/21 第１回、2/13 第 3 回）※第 2 回は書面決議 

イ 各地域公共交通会議（市町村）と協働し利用促進・利用転換事業の推進を行った。 

   ・高森町の福祉バスのあり方と今後の町の公共交通についての検討にかかる支援 

   ・下伊那南部地域公共交通対策協議会（南部公共バス）の貨客混載にかかる支援 

 

４ 公共交通利用促進事業 

  対象者ごとに利用促進事業を実施した。 

（１）中学生に対するＪＲ飯田線及びバスの乗り方教室の実施。 

  大鹿村中学校 3 年生及び教員 8 名 

（２）新入生（高校生新１年生）に対する公共交通利用啓発活動 

南信州圏域の 8 高校におけるオリエンテーションの際に公共交通利用に関するチラシを配

付した。配付枚数 1,626 枚 

 

５ 公共交通利用転換事業 

  対象者ごとに利用転換事業を実施した。 

○ＪＲ飯田線を含めた公共交通の利用促進・利用転換事業を図る。 

   「のってみまいか公共交通№12 号（12 月号）」の広報の中で新・忘年会時の利用を 

呼び掛けた。 

 

６ リニア中央新幹線開業を見据えた二次交通の研究・検討事業  

利用実態調査を踏まえ、生活交通の利便性向上と観光交流活性化の両面から結節拠点を含め

た持続可能な公共交通の研究・検討を行う。 

 ※ 必要に応じ、これまで取り組んできた交通施策等の概要も記載 

 

４ 本事業により新たに取り組もうとする施策の概要（現時点で想定されるもの） 

①2027 年のリニア中央新幹線の開業を見据えて、北部ブロックにおける既存公共交通の 

利用実態調査を行い、運行再編も視野に入れた公共交通の研究・検討を行う。北部ブロックの

選定理由については、南部や西部ブロックに比べて運行形態、運行ルート等が複雑であること、

リニア中央新幹線長野駅との接続に関わりを受けやすいこと、豊丘村と大鹿村に道の駅が新た

に設置されることから結節拠点の検討も合わせて行えるため。 

②当地域には 32【基幹（3）、准基幹（5）、支線（24）※デマンドタクシーは除く】もの運行路

線があり、複数の運行事業者が存在しており、また運賃の考え方も異なっている。共通回数券

や共通定期等といった利用促進につながるソフト事業の研究できる体制を整備し、料金（運賃）

体系の統一や重複区間運行の改善にもつなげたい。 

③利便性向上につなげるため、②と合わせて結節点となる主要な停留所にバスロケーションシス

テムの導入、ナンバリングカラーと連動した分りやすい案内表示等、必要なハード整備の研

究・検討も行いたい。 

 



 

６ 
 

５ 事業経費            

事業項目 補助対象事業費 

①リニア中央新幹線を見据えた二次交通の検討 

 内容：利用実態調査（対象：高森町、喬木村） 
2,147,000 円 

②利用促進につながるソフト整備の研究・検討 

内容：共通回数券・共通定期等 
 630,000 円 

③利便性向上につながるハード整備の検討・実施 

 内容：バスロケーション導入の検討やナンバリング

カラーのマグネットの設置 

 ※②と合わせて検討 

327,000 円 

合  計 3,104,000 円 

 

６ 補助金交付希望額     1,500 千円 

 

７ 事業の実施体制（現時点で想定されるもの） 

 南信州地域公共交通問題協議会 

 （構成団体：14 市町村、道路管理者、公安委員会等の行政機関と公共交通事業者、福祉

事業者、環境関連団体、公共交通利用者等） 

 

８ 事業の実施スケジュール 

 (１) 本年度の事業 

時期 事業内容・スケジュール 

 ５月 南信州地域公共交通問題協議会 幹事会の開催 当該事業の協議・承認 

 ６月 南信州地域公共交通問題協議会 総会の開催 当該事業の協議・承認 

７～３月 

運行利用実態調査（高森町、喬木村） 
利用促進につながるソフト整備の研究・検討・実施 
利便性向上につながるハード整備の研究・検討 

 

 (２) 翌年度以降の事業 

想定する事業内容（ 31 年度） 想定する事業内容（  年度） 

①リニア中央新幹線を見据えた二次交通の検討 

 内容：運行再編の検討 

（対象：北部ブロック５町村） 

②利用促進につながるソフト整備の検討・実施 

内容：共通回数券・共通定期等 

③利便性向上につながるハード整備の検討・実施 

 内容：バスロケーション導入の検討やナンバリ

ングカラーのマグネットの設置 

 ※②と合わせて検討 

 

 

 

 



 

７ 
 

〔添付資料〕 

  ・市町村または広域連合以外の場合は設立趣旨や活動内容が分かる書類 

・地域協議会の設置要綱及び事業計画書 

・現状の地域交通に関する資料（運行経路図、時刻表等） 

・選定基準に基づく審査に必要と思われる資料（必要に応じて添付） 
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1

・平成29年度運行実績について

南信州圏域のバス利用実績（平成29年度）

H29年4月～H30年3月
（単位：人）

99.6%基 幹

88.2%〃 1,761

21,453

92.2%

△ 298 96.6%

〃 浪合巡回 2,391 1,757 634 136.1%

5,657 △ 1,225 78.3%

〃 清内路巡回 8,513 8,811

〃 春日・智里西 4,432

〃 伍和・智里東 5,348 5,754 △ 406 92.9%

27 113.7%

〃 阿南町民バス 4,501 5,012 △ 511 89.8%

7,194 92 101.3%

〃 泰阜線 224 197

〃 部奈線 7,286

〃 生田線 7,938 8,009 △ 71 99.1%

△ 221 94.4%

〃 生田循環線 5,804 5,350 454 108.5%

10,281 △ 1,234 88.0%

〃 大島循環線 3,759 3,980

〃 上片桐循環線 9,047

〃 市民バス三穂線 4,037 2,702 1,335 149.4%

市民バス大休線 4,255

△ 733 72.3%

〃 市民バス久堅線 2,506 3,466 △ 960 72.3%

〃

3,936 319

〃

108.1%

〃 市民バス千代線 1,911 2,644

支線

93.0%

2,803 124.1%

大鹿線 7,913 8,505 △ 592

西部コミュニティバス 14,413 11,610

△ 2,164

平岡線（路線バス）

81,102 83,266

准基幹 遠山郷線 15,692 15,305 387

市民バス循環線
（右回り、左回り）〃 97.4%

1,997 △ 236

23,105 △ 1,652 92.9%

102.5%

〃 阿島線

△ 3,332

路線体系 路線名
H29

駒場線 231,998

H28 

232,863 △ 865

比　較

4月～3月 4月～3月 増減数 前年対比

〃
阿南線（阿南～飯田）
※温田線含む 39,598 42,930

資料４ 



2

△ 8,847 98.3%

コミュニティバス阿島線

コミュニティバス伊久間線

〃

〃

1,834 1,456 378 126.0%

1,503 1,414 89 106.3%

全路線バス利用者数　合計 503,869 512,716

1,767 543

1,225 △ 17

334 19

△ 967

3,610

130.7%〃 滝川阿島北県道線 2,310

65.7%

〃 壬生沢福島線 353 105.7%

△ 59 85.4%

〃 福島線 67 102 △ 35

98.6%

〃 壬生沢線 346 405

〃 佐原線 1,208

〃 堀越線 1,628 1,749 △ 121 93.1%

〃 喬木大島線 2,346 2,091 255 112.2%

支 線 天龍村営バス 3,127 △ 483 86.6%

〃 氏乗線 3,265 4,232 77.2%

路線体系 路線名

H29 H28 比　較

4月～3月 4月～3月 増減数 前年対比

参考：基幹・准基幹の利用実績推移（H21～29年度）
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